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平成３０年度 市政ネットモニター 調査結果 

「福島市のまちづくりに関する取り組みについて」 
 

テ ー マ 福島市のまちづくりに関する取り組みについて 

目   的 

 福島市では、福島市総合計画後期基本計画（計画期間：２０１６年度～２０２０年度）に

基づいて、さまざまな分野でまちづくりに関する取り組みを進めています。 

 本アンケートは、福島市のこれまでの主な取り組みについて、市民の皆さんに評価をいた

だくとともに、今後の市政運営について、市民の皆さんが優先的に行なって欲しいと考えて

いることを把握するために実施したものです。 

 

調 査 期 間 平成３１年２月１９日（火）～平成３１年３月６日（水） 

モニター数 ２１５名（男性７９名 ／ 女性１３６名） 

回 答 者 数 １５４名（男性５９名 ／ 女性 ９５名） 

回 答 率 ７１．６％ 

 

 

【回答者の基本属性】 

 

 ◆性別 

性別 人数 割合 

男性 59名 38.3％  

女性 95名 61.7％  

総計 154名 100.0％  

 

 ◆年代 

年代 男性 女性 合計 

10代 0名 6名 6名 

20代 3名 6名 9名 

30代 11名 27名 38名 

40代 6名 29名 35名 

50代 8名 17名 25名 

60代 22名 9名 31名 

70代 7名 1名 8名 

80代 2名 0名 2名 

合計 59名 95名 154名 
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 ◆職業 

職業 男性 女性 合計 

会社員 23名 27名 50名 

自営業 3名 6名 9名 

農林水産業 3名 3名 6名 

パート・アルバイト 4名 23名 27名 

家事専業 0名 19名 19名 

公務員 1名 2名 3名 

学生 0名 8名 8名 

無職 17名 3名 20名 

その他 8名 4名 12名 

合計 59名 95名 154名 
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問１～問３２ あなたは、次の取り組みに、どの程度「満足」されていますか？ 

◆総合計画後期基本計画に基づく取り組み項目を示し、それぞれの取り組みに対して、どの程度満足している 

かを尋ねました。 

 

福島市総合計画後期基本計画に基づく取り組み項目 

章 施策 枝番 

第１章 

いのちを大切にするまち 

１．安心できる生活環境の向上（放射線対策） 

２．安全な生活の確保 

３．生涯健康と保健医療の充実 

４．地域福祉と障がい者福祉の充実 

５．人権尊重の推進 

６．避難者支援の充実 

１－１ 

１－２ 

１－３ 

１－４ 

１－５ 

１－６ 

第２章 

女性が活躍できるまち 

１．女性の就労支援の充実（子育て支援） 

２．男女共同参画社会の推進 

２－１ 

２－２ 

第３章 

こどもと高齢者を大切にするまち 

１．子育て支援の充実 

２．学校教育の充実 

３．高齢者施策の充実 

３－１ 

３－２ 

３－３ 

第４章 

活力あふれるまち 

１．農林業の振興 

２．工業の振興 

３．商業の振興 

４．観光の振興 

５．雇用機会の創出と勤労者福祉の向上 

６．総合交通網の整備 

７．中心市街地の活性化 

８．交流・定住の促進 

９．市民文化の振興 

10．スポーツ・レクリエーションの振興 

４－１ 

４－２ 

４－３ 

４－４ 

４－５ 

４－６ 

４－７ 

４－８ 

４－９ 

４－10 

第５章 

「次世代の環境」の住みよいまち 

１．再生可能エネルギーの推進 

２．住みよい環境の形成 

３．地球環境への負荷の低減 

４．環境衛生の向上 

５．情報通信技術の活用 

６．安定的な水道水の供給 

７．生涯を通じた学びの推進 

８．地域における国際化の促進 

５－１ 

５－２ 

５－３ 

５－４ 

５－５ 

５－６ 

５－７ 

５－８ 

計画の実現に向けて １．地域経営の推進 

２．効率的な行財政運営の推進 

３．近隣自治体との連携の推進 

６－１ 

６－２ 

６－３ 

 

◆回答は、「非常に満足」「満足」「どちらでもない」「不満」「非常に不満」「わからない」から、１つ選択して 

もらう方法としました。 

◆各取り組みの満足度を比較するため、各選択肢を指数化し、次のグラフのとおり順位付けしました。 

（※小数点第二位以下の数値を踏まえて順位付けしています。） 

指数 ５ ４ ３ ２ １ 

選択肢 非常に満足 満足 どちらでもない 不満 非常に不満 
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【政策調整課】 

「安定的な水道水の供給」、「環境衛生の向上」、「スポーツ・レクリエーションの振興」、「安心できる生活

環境の向上（放射線対策）」、「生涯健康と保健医療の充実」などが上位にあり、東日本大震災（原発事故）か

らの復旧・復興や体育施設の整備などの取り組みに対して評価をいただきました。 

 一方で、「商業の振興」や「女性の就労支援の充実（子育て支援）」などで満足度が低くなっています。 
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５－６安定的な水道水の供給

５－４環境衛生の向上

４－１０スポーツ・レクリエーションの振興

１－１安心できる生活環境の向上（放射線対策）

１－３生涯健康と保健医療の充実

４－４観光の振興

３－２学校教育の充実

４－２工業の振興

１－２安全な生活の確保

５－７生涯を通じた学びの推進

４－９市民文化の振興

４－７中心市街地の活性化

５－５情報通信技術の活用

１－６避難者支援の充実

４－１農林業の振興

５－３地球環境への負荷の低減

３－１子育て支援の充実

３－３高齢者施策の充実

６－１地域経営の推進

１－４地域福祉と障がい者福祉の充実

５－８地域における国際化の促進

４－８交流・定住の促進

５－１再生可能エネルギーの推進

４－５雇用機会の創出と勤労者福祉の向上

５－２住みよい環境の形成

６－３近隣自治体との連携の推進

１－５人権尊重の推進

２－２男女共同参画社会の推進

６－２効率的な行財政運営の推進

４－６総合交通網の整備

２－１女性の就労支援の充実（子育て支援）

４－３商業の振興

◆満足度
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【政策調整課】 

「子育て支援の充実」、「中心市街地の活性化」、「住みよい環境の形成」、「生涯健康と保健医療の充実」、 

「観光の振興」などが上位にあり、市民生活に密着している取り組みや地域活性化などの取り組みに対して

優先的な推進が望まれています。 
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３－１子育て支援の充実

４－７中心市街地の活性化

５－２住みよい環境の形成

１－３生涯健康と保健医療の充実

４－４観光の振興

３－３高齢者施策の充実

３－２学校教育の充実

４－３商業の振興

４－５雇用機会の創出と勤労者福祉の向上

２－１女性の就労支援の充実（子育て支援）

１－２安全な生活の確保

５－６安定的な水道水の供給

５－１再生可能エネルギーの推進

４－６総合交通網の整備

１－１安心できる生活環境の向上（放射線対策）

５－７生涯を通じた学びの推進

１－４地域福祉と障がい者福祉の充実

４－１農林業の振興

５－４環境衛生の向上

６－２効率的な行財政運営の推進

６－３近隣自治体との連携の推進

５－５情報通信技術の活用

６－１地域経営の推進

４－９市民文化の振興

４－２工業の振興

４－８交流・定住の促進

５－３地球環境への負荷の低減

４－１０スポーツ・レクリエーションの振興

２－２男女共同参画社会の推進

５－８地域における国際化の促進

１－５人権尊重の推進

１－６避難者支援の充実

◆優先度

問３３ 
あなたは、本市が進めているまちづくりに関する取り組みについて、 

今後特に「優先」すべきだと思うものはどれですか？≪複数回答可≫ 

◆総合計画後期基本計画に基づく取り組み項目を示し、それぞれの取り組みに対して、今後特に優先すべき 

だと思うものを尋ねました。 

 ◆取り組み項目の一覧は、３ページをご覧ください。 
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問３４ 
本市のまちづくりに関する取り組みについて、ご意見などがありましたら、 

お聞かせください。 

 ◆まちづくりに関する意見について、自由記入欄を設けて任意に記述していただいた結果、６２名の方から 

のべ１２０件の回答がありました（１名が複数の意見を記入している場合があります）。 

 ◆いただいたご意見は、総合計画後期基本計画の取り組み項目に沿って分類しました。 

◆なお、市政全般にわたるご意見など、上記による分類が困難なものについては、その他として任意の項目に 

よって分類しました。 

 

【総合計画後期基本計画の取り組みによる分類】 

取り組み項目 件数 

第１章 いのちを大切にするまち １４ 

 

（１）安心できる生活環境の向上（放射線対策） ２ 

（２）安全な生活の確保 ８ 

（３）生涯健康と保健医療の充実 ３ 

（４）地域福祉と障がい者福祉の充実 １ 

（５）人権尊重の推進 ０ 

（６）避難者支援の充実 ０ 

第２章 女性が活躍できるまち １０ 

 （１）女性の就労支援の充実（子育て支援） ９ 

（２）男女共同参画社会の推進 １ 

第３章 こどもと高齢者を大切にするまち １５ 

 

（１）子育て支援の充実 ９ 

（２）学校教育の充実 ３ 

（３）高齢者施策の充実 ３ 

第４章 活力あふれるまち ３６ 

 

（１）農林業の振興 ０ 

（２）工業の振興 ０ 

（３）商業の振興 ８ 

（４）観光の振興 ３ 

（５）雇用機会の創出と勤労者福祉の向上 １ 

（６）総合交通網の整備 ４ 

（７）中心市街地の活性化 １０ 

（８）交流・定住の促進 ５ 

（９）市民文化の振興 ４ 

（10）スポーツ・レクリエーションの振興 １ 

第５章 「次世代の環境」の住みよいまち ８ 

 

（１）再生可能エネルギーの推進 ０ 

（２）住みよい環境の形成 １ 

（３）地球環境への負荷の低減 １ 

（４）環境衛生の向上 ３ 

（５）情報通信技術の活用 ０ 

（６）安定的な水道水の供給 ０ 

（７）生涯を通じた学びの推進 ２ 

（８）地域における国際化の促進 １ 

計画の実現に向けて ３ 

 

（１）地域経営の推進 １ 

（２）効率的な行財政運営の推進 ０ 

（３）近隣自治体との連携の推進 ２ 
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【その他の分類】 

取り組み項目 件数 

１．市政運営 １４ 

 

（１）市政に対する期待 ３ 

（２）市民協働・市民目線による市政運営の推進 ７ 

（３）市役所の窓口や手続きなどに対する意見 １ 

（４）その他の意見や提案など ３ 

２．市民との情報共有 ９ 

 （１）情報発信やＰＲの充実 ９ 

３．公共施設 １ 

 （１）公共施設の老朽化や建替えに対する意見 １ 

４．行財政 ４ 

 （１）予算の使い方への意見 ４ 

５．市職員 １ 

 （１）市職員への意見 １ 

６．その他 ５ 

 

 

【ご意見一覧】 

ご意見一覧（順不同） 

町づくりのベースには人口の増加と活性化が重要と思っています。人を増やすために男女の交流など出会いの場

をもっと創出してほしい。 

若者が遊べる場所がたくさんあれば良いと思います。 

主要道路の清掃を。道路端の砂、砂利、雑草の撤去および中央分離帯の除草など。道路がすっきりしている土地

へ行くと街が綺麗に感じるから。 

駅前再開発について、情報が開示されず、市民の声が活かされていると感じない。 

建て直しをしている間、駅前の商店が激減したのでは再開発の意味が無い。長期間に及ぶ開発途中に、お買い物

をする市民や、商店、テナントが郊外や市外に流れてしまわないように対策してほしい。 

夢の持てるグランドデザインを早急に市民に示してほしい。 

重要なことは、行政が、主導して行うのではなく、住民自ら主体となって創りあるということを住民が意識する

ことにあるように思います。最も大切なことは、住民のまちづくりに対する意識付け、と考えます。 

これからの時代が、求める新しい魅力を持ったまちづくりを実践していくことは、それぞれの住民が、求めてい

る価値を共有し、自分たちで、まちを作り育てていくべきと思います。 

福島市（行政）として、シンクタンクとしての役割を積極的に推進していただきたい。 

そのためには、職員のさらなる研修を実施すべきと思います。 

予算の中でやらなければならないことは沢山ありますが、速さも大事ですが、満足できる事業をお願いします。 

中心市街地の活性化を特に進めてほしいと思います。やはり、駐車場の整備と言うか、短い時間なら安くすると

か、工夫があれば良いかと思います。 

土湯、高湯への交通の市内のバスの本数を増やして欲しい。東京オリンピック、パラリンピックのボランティア

参加する人に対して福島市内から行く場合の補助金を検討してほしい。 

福島の人は凄く温かくて優しくて、福島に住んでいたいなと思いました。ただ、冬場、雪の除雪があまり来ない

所があり、ちょっとそこの部分が不安です。 

福島市が 行っている事 知らなすぎると 回答して思いました。 

もっと知りたいしどこまで進んだとか隣町の反対で止まったままだとか情報はどこに探しに行けば良いのでしょ

うか？ 

仕事拘束時間が 役所開庁時間より長く休日は同じで役所に行けなくて手続き期限切れ無効も沢山有りました。退

職するまでまちづくりや地元に貢献出来ないのか情けないです。 
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ご意見一覧（順不同） 

パセオ通り等の歩道に灰皿が設置されているが、受動喫煙の害があるので、撤去してほしい。市の施設は市道も

含め、全面禁煙にしてほしい。 

保育の機会の均等化は数年前から課題になっているかと思います。実情では潜在待機児童も多くいます。私立幼

稚園の無償化便乗値上げも問題になっています。このまま新制度へ移行すると、子どもが多い世帯ほど負担が増

えてしまうケースもあります。 

更に近隣の市町村と連携して住みやすいまちづくりをお願いします。と同時に福島県の市町村が全体的に活気あ

るまちになるよう願っています。 

特にありません。 

放射線対策を更に強化してほしい。除染しただけで本当に大丈夫なのか、不安です。除染した土が信夫山の公園

のそばにあり、子供を遊ばせたくありません。数値を測定する機械も、学校や公園などあちこちに設置されてい

ますが、きちんと管理されていないようなものもあり、ただしい数値が計られているのか信用できません。 

環境問題について、市民の知識が足りないように感じますので、リサイクル、ごみの分別などもっと強化して伝

えていくべきだと思います。 

新聞と雑誌の分別などは、今まで持っていってもらえたから大丈夫だろうという考えがあるようで、きちんと分

けられていません。 

人口も丁度良い感じ、自然も豊か、日本の中でも東日本大震災を除けば暮らしやすい、良い規模の街だと思いま

す。子どもの数が減っているが元気な中高年が増えているので、そこそこ活気もあります。これからはその勢い

が減速しないよう手立てをしていく必要があります。モニターに参加して福島市が取り組んでいることの一端に

ふれ、とても勉強になりました。それに対する具体的な提案が出来ず、申し訳ないことでした。 

特徴が感じられない。特段不便もないが福島市でよかったということもない。ふるさと納税の返礼品がしょぼい。 

つまり、アピールが下手。こむこむにあった撤去されたあの像もすぐに撤去ではなく、生かすようにもっていか

ないのが福島市は田舎で残念。バスがスーパーに行くのがよいアイディア。遊ぶ施設が少ない。昔のようにスケ

ート場がほしい。どの施設も駐車場が中途半端。イオンしか家族で行く店がない。このようなアンケート実施は

よいことだと思う。 

私のまわりに聞こえてくる声は「親戚などが県外から遊びに来たときに、観光しに連れて行ける場所がない」「街

中に行っても、エスパルしか買い物するところがないし、店舗も少ない」「どの小学校も古く、水回りの老朽化

が目立つ」などです。意見を述べても、要望を出しても「検討中です」「現状でご理解下さい」「予算がつきま

せん」ばかりでいつまでたっても改善しないことばかり。「言っても仕方ないよね」と諦めてしまうことがほと

んどです。全て叶えることは無理でも、せめて未来をになう子供たちが希望を持てるような、大事にされている

と思えるような街づくりをして欲しいです。あとは、老人施設の充実とそこに働くスタッフの方たちの教育をお

願いしたいです。足りません。 

あまり考えたことがありません。 

福島市体育館はあの場所で必要だったのだろうかと疑問に思う？ 

市でも頑張るところは頑張っているように感じます。どうしても避けられない予算削減等もありますが、これか

らもより良い福島市を目指して頑張ってほしいと思います。ただ、もう少しオリンピックに向けて福島駅周辺の

改築改正をやるべきだったと思います。福島市の良さが出るのが駅だと思います。なのに福島市の特色が本当に

なく、観光客のリピーターが望まれないと思います。 

県と市、どちらが取り組んでいる仕事か混合しています。市としてもっとアピールするべきでは。アピール力は

郡山市のほうがあるような気がします。負けたくないです。 

４歳と０歳を子育てしています（育休期間中）。保護者として幼稚園行事に関わるようになり、他の保護者との

交流も増えました。仕事をしている親同士が集まるとなると土日になることが多いのですが、福島市には子供が

遊べるスペースに軽い作業が出来るようなスペースがないように感じました。伊達や安達には子供が遊べるスペ

ースの近くにカフェコーナーが併設されており、イスだけではなくテーブルや自動販売機など整備されています。

福島市にもそういった場所があると、子育て中の親としてはありがたいです。 

商業施設が、郊外にたくさんあって、ドーナツ型現象が発生し、市街地の商業施設は、シャッター通りになって

います。市街地に百貨店がなくなってしまうのは、非常に残念です。既存の商業施設を、保護するためにも、新

しく、進出する郊外型商業施設に、何らかの、規制をかけるべきです。 
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ご意見一覧（順不同） 

我が家は夫が働き、妻の私は入退院を繰り返す子供の医療処置のため、仕事ができずにいます。他の子供達は減

免により、保育所を無料で使わせていただいています。今後、小学生になると、月２から３万円の学童の費用が

必要になりますが料金が高く、入院の付き添いで私の不在中、夫の帰宅まで子供達はどう過ごさせたら良いか、

悩んでいます。収入額による補助など、今後の学童のあり方について検討していただけたら幸いです。 

だれにでも幸せになる権利はあるけれど、資源は有限で、妥協も必要。いま、優先すべきは何なのか。市民、私

たちの「お客様気分」の幼稚さが、成熟しますように。市役所な皆様、いつも、ありがとうございます。 

ゴミの排出量が多いと聞いています。市民に協力を求めるのも大事だとは思いますが、排出時に使用する袋の有

料化と町内会未入会者が排出ゴミ置場の確保を検討願います。 

中心市街地の先行きに不安を感じる。 

産官学（医療）連携による将来、生涯的な安心で安全なまちづくりと地域特性を生かしたコンパクトで好循環型

のまちづくりを希望します。 

駅前の商業がもっと活発になれば良いなと思います。若者の流出を止めて欲しいです。 

辰巳屋跡地に図書館が入る場合、無料駐車場の確保は必須だと思います。駐車料金と本が同等なら図書館の利用

も滞るのではと心配です。 

特にありません。 

・除染の仮置場の未確定地区の根絶！ 

・除染の現地保管の早期解消！ 

・オリンピック開催地でありながら、除染の緑のシートが散見されます。大至急改善を求めます。 

人が集まる街作りをお願いします。 

広報活動ばかり先行し実活動が見えにくく、進歩している実感が薄い、アンケートの回答にわからないと回答せ

ざるをえない、掲げている目標は実に魅力的で素晴らしいが、身に伝わるものであって欲しい。 

町の中の一番の通りが、いつまでも、工事中なのはどうしてなんでしょうか？ 

終了したとおもえば、またはじまり、その上、石畳だったのに、アスファルトで、ぶちぶちなのは、無計画すぎ

では？と思います。 

問１４講座が平日昼間に行われているので、会社勤めの若者が行けない。土日のコラッセやアオウゼ等だと行き

やすい。 

問１７電車（ＪＲ）を少なくとも１時間に２本は出してほしい。若者は税金が多額な自動車持ちたがらず、高齢

者は免許返納で運転できなくなるので電車も整備してほしい。 

問１８駅前の道路や看板が整理されてきたのは良い。新学部が新設されて学生も増えるため、若者が買い物でき

る商業施設を中合の再開発地に整備してほしい。宿泊施設は良いが住居施設は駅前に不要。立地が良いため人・

お金を回す施設で整備してほしい。 

問２０古関裕而を推進しているのは分かるが、そもそも誰なのか知らない人も多い。音楽自体は有名だが「甲子

園の音楽を作った人＝古関裕而」と認知されていない。 

問２３駐車場やマンションばかり駅前に増設され、コンクリートの灰色ばかり。景観の保全どころか無機質・無

機物な状態で非常に不満。他 

市の公式ツイッター見ています。イベント情報など、もっと取り上げてくれると嬉しい。商業・雇用・交通網が

よければ人は定住します。「分からない」は情報が入ってこないため判断不可。 

友人と遊ぶときに、福島市で遊ぶところが少ないと感じる。駅前のスペースをもっとうまく若者が遊べるように

使って欲しい。最近は服よりも化粧品の売り上げが上がってきているので、デパートコスメなど買えるところが

もっとあると良いのでは。 

また県立美術館をもっと活用したい。企画展など更に積極的にして欲しい。 

今回の設問に全てどちらでもないと回答しましたが、どれも一長一短がありこうなりました。 

勿論、どれも満足は望みもしませんが。 

少子化対策が緊急で重要な施策になります。この一点が当市の将来を決めます。 

図書館の本を増やしたらいいです。 

情報発信、ＰＲを行政の方で積極的に取り組んで欲しい。 
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ご意見一覧（順不同） 

保育園の施設の拡大、保育士の確保を至急願います。数年前よりは待機児童は減ったかと思いますが、まさに息

子が待機児童です。仕事に復帰したいのですが、保育園が決まらないと復帰できません。生活に関わってきます

ので、なるべくたくさんの子供が入園できるよう、施設を増やしたり拡大したりしてください。保育士の確保も

頑張ってください。なかなか大変な職業かと聞いていますので、離職しないために制度や給料を整えてください。

事務仕事の簡略化を願います。 

福島市のホームページで以前、「３１年４月新設保育園」をクリックするとなにも出てこない時がありました。

情報を登録してからクリックできるようにして欲しいです。 

子どもの医療費の助成にはとても感謝しています。 

まちづくりの基本は人づくりだと思う。福島にある素晴らしい自然・歴史・文化・産業をどのように生かしてい

くか。まだ十分に生かされていない。行政に任せるのではなく、市民が自発的に取り組むべきだが、ＮＰＯ、ボ

ランティア、個人が繋がる機会は行政主導でお願いしたい。 

市役所職員の管理職に女性が少ない。女性の多くが非正規なのか、女性の視点が生かされていない。資格を持っ

た専門職員は長く勤められる環境を整えてほしい。力量ある人材が次々と市外へ流出しているのは、街づくりに

とってもマイナスではないか。 

生涯学習・社会教育は重要だが、その多くが趣味・教養どまりで、社会参画にまで結びつかない。まちづくりへ

の発信力を持つ市民の育成が必要。 

学校教育の部活動時間を減らしてほしい。子どもたちが自由な学びをできるような教育課程を希望する。中核市

になり、教員研修も市独自でできるので、学校図書館を利用した総合学習などで、自ら考えられる子どもを育て

てほしい。 

福島駅前の活性化が出来ると良いと思う。福島市にしかないもの、何度も訪れたくなる魅力を見出し、観光客を

増やす活動をしていくべき。魅力はあるのでそれをどう活かしていくか、広めていくかが重要であると考える。 

・自転車、電動カー、ハンディキャップの利用する車椅子で街の中心部まで行くのに歩道等段差のない構造が必

要。 

・駅前飲食店(餃子)等定休日が内容にしてもらいたい。遠方から来ても、休みでは。 

・駅前等にブランド店の誘致が必要。今のままでは、ありきたりで何の変化もない他方の商店に捉えられる。 

人口の減少など、長いスパンで考えたまちづくりを計画的に進めてほしい。特に学校の建物や設備の充実を急い

で欲しい。外見的にも非常に恥ずかしい市立小学校になっている。はげ落ちた校舎やトイレの臭いがしてくるよ

うな学校で学ぶこどもたちがかわいそうに思える。 

犬の糞の持ち帰りを徹底するようモラル向上の教育をしていただきたい。糞があると散歩にも行きたくなくなっ

てしまいます。これはメタボ、市民の健康にも関節的に影響が出ます。条例があるかどうかわかりませんが、な

かったら条例の制定も必要と思います。 

障害がある子供達が、他県より福祉が充実した福島になって欲しいと、心から願っています。放課後の教室利用

が、二ヶ所利用可能にして欲しい。郡山、仙台は、実施しています。 

福島市で安定の雇用がありそして街中にしっかりとした商業施設が充実していれば自ずと他県からも人が集まり

活気のある街づくりができると思います 

いろいろ難しいと思いますが市内歩道の整備あまり充実してないと思います気軽に徒歩でも出かけることが出来

る街づくりが出来ればなお素晴らしいと思います、福島県はメタボ率もワースト３位なので堤防に散歩コースな

ど整備してもらえれば健康な市民づくりにもなりますのでご検討ください。 

福島県でなく南東北を意識したまちづくりが必要と感じます。 

２月１５日と１７日市長との交流会に申し込みましたが緊急の事態で出席できなかったので残念です。 

私は震災前から当時の状況から将来の福島市について危惧していました。私の意見を以前２人の市長や市議会、

県、国へも提出していました。一人の行動ですから微力で重視されたかは分かりません。 

木幡市長へも最初に直通便を提出しました。現在木幡市長の行動力に期待しており、お話を聞けなかったことを

残念に思っています。 

今回のアンケートの回答ではその理由を説明しないとならないと思いました。時間的に早急には出来ませんが後

日に文書を提出したいと思っています。 

進めなければいけない取り組みは多いと思うが、まずは、福島は復興している姿をＰＲして、これ以上人口が減

らないように、子どもや若い人が増えるような取り組みが必要だと思う。 
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【政策調整課のまとめ】 

本アンケートを通して、福島市が進めている「商業の振興」、「女性の就労支援の充実（子育て支援）」、「総

合交通網の整備」、「雇用機会の創出と勤労者福祉の向上」、「住みよい環境の形成」など、地域経済の活性化

や雇用などに関するまちづくりの取り組みについて、市民の皆さんが優先的に行なってほしいと考えている

一方で、これらの現時点の満足度は低い傾向にあり、より一層の着実な推進が望まれていることが分かりま

した。 

また、自由記入欄においても、中心市街地の活性化や商業、子育て支援などに関するご意見が多く、市民

の皆さんの関心の高さが伺えました。 

今後も、市民の皆さんからの貴重なご意見を参考にしながら、まちづくりに関する取り組みを進めていき

ます。ご協力ありがとうございました。 

ご意見一覧（順不同） 

信夫山の道路や小道、設備等をさらに魅力的に整備することによって、都市に潤いを与え、子供連れや観光客の

利用がさらに増えれば良いと思う。 

一市民として、最近福島市の活性化が感じられる。 

※小中学校の校舎が他の市町村からすると誠にみすぼらしい。子供達も憧れる外観整備を行ってほしい。 

市民が暮らしやすく、誇れるまちづくりになるよう、期待しています。市内で学ぶ大学生たちの新しい提案等を

取り入れたら良いのではないかと思います。 

女性が働くということも、大切なことだと思いますが、女性が安心して子どもを産み、育てていける環境こそが、

本当の子育て支援だと思います。保育園の数を増やすだけではなく、自分の子どもを自分で育てられる環境、手

当てや補助なども検討していただけたらと思います。 

また、中学生海外派遣事業は、出発までのすべての日程に参加が条件なのに、中体連の日程と重なり、参加を諦

めました。せめて中体連に重なる日だけは避けていただきたい。 

そして、数人しか参加できない事業ではなく、地域に住んでいる外国人の方など、多くの子どもたちが国際交流

できる事業を希望します。 

もう少し、除雪作業を徹底してほしいと願います。国道以外の車の利用頻度が高い裏道や旧道もしっかりと除雪

してほしいです。毎年恐い思いをしながら運転しています。 

中心市街地の再開発については大規模な予算が必要であり、施行にあたっては従来以上の市民の合意形成が必要。

今現在では一部新聞報道のみが最も分かりやすく、公的な進捗状況の公報は不足している。この手の事業は失敗

を前提にする議論は必要ないが、現実には頓挫した再開発や中止になった事業は存在するのでありその反省が不

十分である。同様の施設「福島市飯坂温泉観光会館(パルセいいざか)」あるいは「福島県文化センター」の利用

状況を精査した上で、新施設の方向性を決める必要がある。〔いわゆるコンサートや政経パーティーに使われる

のならば新しい「箱」は福島市民には必要はない〕 

老朽化により、公会堂や土湯のこぶし荘等が閉館になったが、それに代わる物をぜひ作って欲しい。 

街頭が少なく、子供の下校が心配です。 

福島県がはやくいい福島県だと世界から思われる日がはやくくることを願います。 

道路の整備が計画から実行まで遅すぎます。宮下町や森合町の道です。 

子ども支援はもちろん大切だが、高齢化が進む中親世代の介護は必須であり、そのサポート環境を早急に整えな

いと働く事もできないし、子育てにすら影響を及ぼすことになると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 

 福島市役所（〒９６０－８６０１ 福島市五老内町３番１号） 

≪アンケート内容に関して≫            ≪市政ネットモニター制度に関して≫ 

  福島市政策調整部政策調整課総合計画係       福島市政策調整部広聴広報課 

  電話 ０２４－５２５－３７８８（直通）      電話０２４－５６３－７４８８（直通） 
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